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近
畿
地
方
で

は
統
計
史
上
で

最
も
遅
い
梅
雨

入
り
だ
っ
た
。

ジ
メ
ジ
メ
し
て
蒸
し
暑
い
時

期
を
迎
え
る
と
陰
鬱
な
気
分

に
な
り
が
ち
だ
が
、
日
本
の

年
間
降
水
量
は
世
界
平
均
の

約
２
倍
。
梅
雨
を
こ
と
さ
ら

に
敬
遠
せ
ず
、
受
け
入
れ
な

が
ら
過
ご
す
し
か
な
い
。

　

五
月
雨
、
霧
雨
、
時
雨
…

…
。
日
本
で
は
雨
に
ま
つ
わ

る
言
葉
が
１
０
０
０
以
上
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
昔
か

ら
雨
を
描
い
た
和
歌
や
浮
世

絵
、
流
行
曲
が
絶
え
な
い
。

そ
れ
ほ
ど
雨
が
身
近
に
あ
る

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　

恵
み
の
雨
も
あ
れ
ば
、
自

然
が
猛
威
を
振
る
う
悲
し
い

雨
も
あ
る
。
１
年
前
の
西
日

本
豪
雨
で
は
記
録
的
な
大
雨

が
各
地
に
被
害
を
も
た
ら
し

た
。
自
然
を
軽
ん
じ
る
こ
と

な
く
、
寄
り
添
っ
て
生
き
る

こ
と
の
大
切
さ
を
痛
感
せ
ず

に
は
い
ら
れ
な
い
。

　

雨
が
降
れ
ば
傘
を
差
す
。

香
港
で
は
自
由
と
民
主
主
義

を
守
る
た
め
に
「
雨
傘
運

動
」
が
続
く
。
折
し
も
参
院

選
が
近
づ
く
。
選
挙
後
の
天

気
は
、
年
金
削
減
や
消
費
増

税
、
患
者
負
担
増
な
ど
〝
豪

雨
〞
予
報
だ
。
傘
が
不
要
に

な
る
よ
う
政
治
を
変
え
る
一

票
を
。 

（
Ｙ
）

　

政
策
部
は
21
日
の
参
院
選
へ
向
け
、
大
阪
選
挙

区
（
定
数
４
）
の
予
定
候
補
者
に
政
策
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
た
。
争
点
の
消
費
増
税
の
10
月
実
施

に
つ
い
て
は
、
立
民
・
共
産
・
国
民
の
３
氏
と
も

「
反
対
」
を
表
明
し
た
一
方
、
自
民
候
補
は
「
賛

成
」
を
選
択
。
財
源
確
保
で
も
賛
否
が
分
か
れ
、

政
策
の
違
い
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

 

（
６
面
に
回
答
一
覧
）

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証
化
や
審
査
支
払

機
関
「
改
革
」
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
医
療
保
険
制
度
改
革

関
連
法
が
先
の
国
会
で
成
立
し
た
。
実
質
的
な
審
議
は
衆

参
合
わ
せ
て
わ
ず
か
５
日
間
で
、
政
府
は
議
論
を
避
け
る

よ
う
に
ス
ピ
ー
ド
可
決
さ
せ
た
。
同
法
の
問
題
点
を
政
策

部
が
解
説
す
る
。

参院選予定候補者アンケート

診療報酬増 共産・国民が賛成

厚
労
省
は
医
療
機
関

に
シ
ス
テ
ム
導
入
経

費
を
補
助
す
る
「
医

療
情
報
化
支
援
基

金
」
を
創
設
。
19
年

度
予
算
で
３
０
０
億

円
を
計
上
し
、
整
備

を
急
い
で
い
る
。

　

政
府
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
利
便

性
を
強
調
す
る
が
、

医
療
機
関
に
と
っ
て

は
新
た
な
悩
み
の
種

と
な
り
か
ね
な
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
で
の
受
診
は
読
み

取
り
端
末
を
設
置
し

資
格
確
認
シ
ス
テ
ム

が
稼
働
す
れ
ば
、
現

在
の
健
康
保
険
証
で

も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

照
会
で
き
る
よ
う
に

な
る
。
な
ぜ
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使

う
の
か
。

　

国
は
17
年
11
月
に

個
人
情
報
の
連
携
シ

ス
テ
ム
を
本
格
稼
働

さ
せ
た
。
行
政
機
関

や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、

国
税
庁
な
ど
は
そ
れ

ぞ
れ
が
保
有
す
る
個

人
情
報
を
照
会
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

同
法
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
健
康
保
険
証
と
し

て
使
う
た
め
に
新
制
度
を
導

入
す
る
。
患
者
が
提
示
し
た

カ
ー
ド
を
窓
口
で
読
み
込

み
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
保
険

証
の
資
格
を
照
会
で
き
る
よ

う
に
す
る
シ
ス
テ
ム
で
、
政

府
は
２
０
２
１
年
３
月
の
実

施
を
目
指
す
。

医
院
の
悩
み
の
種

　

資
格
確
認
に
は
カ
ー
ド
の

読
み
取
り
端
末
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
が
不
可
欠
だ
。

か
ね
な
い
。
罰
則
は
個
人
情

報
保
護
法
よ
り
も
重
く
、
照

会
時
に
厳
格
な
管
理
が
必
要

に
な
る
。

個
人
情
報
を
照
会

　

実
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

て
い
る
医
療
機
関
に
限
ら
れ

る
た
め
、
窓
口
で
の
混
乱
や

ト
ラ
ブ
ル
が
想
定
さ
れ
る
か

ら
だ
。
さ
ら
に
、
患
者
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
院
内

に
持
ち
込
ま
れ
れ
ば
、
カ
ー

ド
の
紛
失
や
漏
え
い
が
生
じ

こ
こ
に
保
険
証
の
資
格
確
認

機
能
を
追
加
す
る
計
画
だ
。

　

そ
の
先
に
何
が
あ
る
の

か
。
政
府
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

活
用
方
針
で
は
、
治
療
履
歴

や
健
診
情
報
も
連
携
す
る
と

説
明
。
未
来
投
資
会
議
で
は

厚
労
相
が
「
保
険
医
療
デ
ー

タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構

築
す
る
」
と
述
べ
、
個
々
人

の
健
康
状
態
を
ス
コ
ア
リ
ン

グ
（
点
数
化
）
す
る
こ
と
ま

で
言
及
し
て
い
る
。

　

政
府
の
目
的
は
医
療
費
削

減
に
尽
き
る
。
国
民
一
人
ひ

と
り
の
医
療
情
報
を
国
が
把

握
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
健

康
リ
ス
ク
が
高
い
人
や
受
診

が
多
い
患
者
の
保
険
料
と
窓

口
負
担
を
増
や
し
た
り
、
保

険
給
付
を
制
限
し
た
り
す
る

こ
と
も
不
可
能
で
は
な
く
な

る
。万

全
な
対
策
な
い

　

何
よ
り
医
療
は
究
極
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
情
報
だ
。
国
民

の
医
療
情
報
が
漏
え
い
す
れ

ば
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い

事
態
に
な
る
。
政
府
の
個
人

情
報
保
護
委
員
会
は
６
月
11

日
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
漏
え

い
事
案
が
２
７
９
件
（
18
年

度
）
あ
っ
た
と
発
表
し
た
。

対
策
に
万
全
は
な
い
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
利
用
拡
大
は
見

直
し
、
中
止
す
べ
き
だ
。

 

（
つ
づ
く
）

財
源
の
確
保
で
違
い
鮮
明

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

「保険でよい歯科医療を
大阪連絡会」代表世話人

戸井逸美

政
治
変
わ
れ
ば
医
療
変
わ
る

保険証化 なぜ急ぐ

社
会
保
障

げ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
太
田
氏
が

「
賛
成
」
し
、
野
党
３
氏
は
「
反
対
」

し
た
。
太
田
氏
は
全
世
代
型
社
会
保
障

の
た
め
に
増
税
が
必
要
と
述
べ
た
。
亀

石
氏
と
た
つ
み
氏
は
個
人
消
費
や
家
計

の
落
ち
込
み
を
反
対
の
理
由
と
し
て
い

る
の
に
対
し
、
に
し
ゃ
ん
た
氏
は
軽
減

税
率
に
異
議
を
唱
え
て
い
る
。

　

社
会
保
障
財
源
の
た
め
に
所
得
税
や

法
人
税
を
消
費
税
導
入
前
の
水
準
に
戻

す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
た
つ
み
氏
だ
け

が
「
賛
成
」
し
た
。

平
和

　

安
倍
首
相
が
固
執
す
る
憲
法
９
条
の

改
定
で
は
、
野
党
３
氏
と
も
「
反
対
」

を
選
択
し
た
一
方
で
、
太
田
氏
は
賛
否

を
示
さ
な
か
っ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
各

予
定
候
補
者
の
政
策
や
立
場
を
明
ら
か

に
し
、
会
員
に
候
補
者
選
択
の
た
め
の

情
報
提
供
を
す
る
た
め
に
実
施
し
た
。

公
明
・
維
新
の
各
候
補
に
は
二
度
に
わ

た
っ
て
要
請
し
た
が
無
回
答
だ
っ
た
。

　

質
問
は
歯
科
医
療
や
社
会
保
障
、
平

和
、
大
阪
に
関
す
る
問
題
な
ど
10
項

目
。「
賛
成
」「
反
対
」
の
２
択
で
尋

ね
、
選
択
理
由
の
記
載
を
求
め
た
。
６

月
３
日
時
点
で
立
候
補
を
表
明
し
て
い

た
主
要
政
党
６
氏
に
調
査
票
を
郵
送

し
、
太
田
房
江
氏
（
自
民
）、
亀
石
倫

子
氏
（
立
民
）、
た
つ
み
コ
ー
タ
ロ
ー

氏
（
共
産
）、
に
し
ゃ
ん
た
氏
（
国

民
）
か
ら
回
答
が
あ
っ
た
。

歯
科

　

歯
科
医
療
に
関
す
る
質
問
で
は
、
保

険
範
囲
の
拡
大
に
つ
い
て
野
党
３
氏
と

も
「
賛
成
」
と
回
答
し
た
。
診
療
報
酬

増
に
つ
い
て
は
、
た
つ
み
氏
と
に
し
ゃ

ん
た
氏
が
「
賛
成
」
と
し
た
の
に
対

し
、
亀
石
氏
は
「
反
対
」
を
選
択
し
、

意
見
が
分
か
れ
た
。
太
田
氏
は
両
質
問

に
賛
否
を
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
。

財
源

　

10
月
に
消
費
税
率
を
10
％
に
引
き
上

　

「
75
歳
に
な
れ
ば
負
担
が

１
割
に
な
る
か
ら
、
今
は
最

低
限
の
治
療
で
え
え
ね
ん
」

そ
う
言
っ
て
治
療
を
制
限
す

る
患
者
さ
ん
に
度
々
出
会
い

ま
す
。
２
０
１
４
年
４
月
以

降
に
70
歳
に
な
る
前
期
高
齢

者
の
窓
口
負
担
は
原
則
２
割

と
な
り
ま
し
た
。
１
割
か
ら

２
割
へ
、
負
担
は
倍
で
す
。

年
金
の
支
給
額
が
下
げ
ら

れ
、
医
療
も
介
護
も
保
険
料

は
あ
が
る
一
方
。
加
齢
と
と

も
に
受
診
機
会
が
増
え
る
な

か
、
負
担
が
増
え
れ
ば
受
診

を
手
控
え
る
の
は
当
然
で

す
。

　

お
金
の
心
配
な
く
、
医
療

に
か
か
り
た
い
―
―
。
す
べ

て
の
患
者
さ
ん
の
願
い
で

す
。
し
か
し
、
願
い
に
逆
行

す
る
現
実
が
あ
り
ま
す
。

　

13
年
以
降
、
安
倍
政
権
下

の
６
年
間
で
社
会
保
障
は
３

・
９
兆
円
も
削
減
さ
れ
ま
し

た
。
特
に
医
療
は
狙
い
打
ち

に
さ
れ
、
実
質
減
額
と
な
る

診
療
報
酬
の
改
定
、
70
歳
以

上
の
医
療
費
月
限
度
額
の
上

限
引
き
上
げ
、
後
期
高
齢
者

の
保
険
料
引
き
上
げ
な
ど
大

幅
に
切
り
捨
て
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
安
倍
首
相
は
、「
受

益
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
」
を

訴
え
、
19
年
度
以
降
も
75
歳

以
上
の
高
齢
者
の
窓
口
負
担

原
則
２
割
化
、
受
診
時
定
額

負
担
の
導
入
な
ど
国
民
に
さ

ら
な
る
負
担
を
強
い
よ
う
と

目
論
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
以
上
負
担
が
増
え
れ

ば
、
ま
す
ま
す
患
者
さ
ん
は

医
療
か
ら
遠
の
き
ま
す
。
直

接
命
に
関
わ
る
こ
と
が
少
な

い
歯
科
で
は
特
に
顕
著
で

す
。
重
症
化
し
、
受
診
す
る

頃
に
は
も
う
手
遅
れ
。
そ
ん

な
事
例
を
増
や
す
わ
け
に
は

い
き
ま
せ
ん
。

　

保
険
で
良
い
歯
科
医
療
の

実
現
を
求
め
る
運
動
は
、
政

府
の
社
会
保
障
削
減
路
線
と

対
峙
し
て
き
ま
し
た
。
署
名

を
力
に
歯
科
に
お
け
る
保
険

適
応
の
拡
大
を
進
め
、
患
者

負
担
増
を
阻
ん
で
き
ま
し

た
。
保
険
診
療
を
行
う
以

上
、
我
わ
れ
は
政
治
と
無
関

係
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
政

治
が
変
わ
れ
ば
医
療
は
変
わ

り
ま
す
。
参
議
院
選
挙
で

は
、
歯
科
医
療
改
善
へ
の
願

い
を
そ
の
１
票
に
託
そ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
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負担の２割化 賛否無回答 反対 反対 反対
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所得税・法人税を
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